
有害生物漁業被害防止総合対策事業（拡充）

１ 趣 旨
近年、我が国周辺海域に大量に出現する大型クラゲ、トド、ナルトビエイ、ザ

ラボヤ等の有害生物により、作業の遅延、漁獲物の鮮度低下、漁獲量の減少、漁
具の破損等、我が国の漁業に甚大な被害が発生し、顕在化している。

これらの有害生物による漁業被害は、漁業者の自助努力だけでは防ぐことので
きない台風等の自然災害と同様のものであり、また、広域的に発生していること

、 、から 漁業被害の防止・軽減対策を実施するための基金造成に対して国が助成し
同基金を活用した機動的・総合的な対策を実施していく必要がある。

２ 事業内容
（１）大型クラゲ国際共同調査事業

日中韓の国際的枠組みの下で、東シナ海及び黄海における大型クラゲのモニ
タリング調査、出現予測シュミレーション技術の精度向上のための技術開発、
科学情報の共有等を行うことを支援する。

（２）有害生物出現調査及び情報提供事業
我が国近海域における大型クラゲ等の有害生物の出現状況を把握するととも

に、これらの有害生物の出現情報や出現予測情報を漁業関係者に提供することを
支援する。

（３）改良漁具等の導入促進事業
漁連、漁協及び漁業生産組合等が行う大型クラゲ等の有害生物の混獲及びこれ

らの有害生物による漁具の破損を回避するための改良漁具等の導入に要する経費
を助成する。

（４）有害生物駆除事業
漁連、漁協及び漁業生産組合等が行う大型クラゲ等の有害生物の駆除に要する

経費を助成する。
（５）有害生物陸上処理事業

漁連、漁協及び漁業生産組合等が行う陸揚げされた大型クラゲ等の有害生物の
処理及び有効利用に要する経費を助成する。

（６）有害生物被害軽減実証事業
トドについて、効果的な追い払い手法の実証試験、効果的な忌避手法の開発、

出現実態や生態の把握を行うことを支援する。

３ 事業実施主体
民間団体等

４ 事業実施期間
平成１９年度～平成２４年度

５ 平成２２年度概算決定額（前年度予算額）
１，９１２，４８１千円（８９０，４６１千円）

６ 補助率
定額、１／２

７ 担当課
水産庁漁場資源課
事業内容（１）～（４）及び（６）について

０３－６７４４－２３８０又は０３－３５０２－８４８７（直）
事業内容（５）について

０３－６７４４－２３７９（直）
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②有害生物出現調査及び情報提供

④有害生物の駆除

③改良漁具等の導入促進

⑤有害生物の陸上処理

【大型クラゲの洋上駆除】

【大型クラゲの出現情報】

大型クラゲ等有
害生物の出現状況
の把握及び情報提
供を行う。

沖合・沿岸域に
おける大型クラゲ
等有害生物の駆除
に要する経費を助
成する。

陸揚げされた大
型クラゲ等有害生
物の陸上処理及び
有効利用に要する
経費を助成する。

大型クラゲ等有
害生物の混獲及び
破損を回避するた
めの改良漁具等の
導入に要する経費
を助成する。 【大型クラゲ用改良定置網】

垣網の大目化

ホームページ等で配信

大型クラゲ等の有害生物に
よる漁業被害

○作業の遅延

○漁獲物の鮮度低下

○漁具の破損

○操業困難（休漁） など

【定置に大量入網した大型クラゲ】

【大型クラゲと漁獲物の選別作業】

漁業被害の防止・軽減
のための対策が必要

背 景

焼却処理等

底びき網漁船を活用する例

破砕・脱水等

①大型クラゲ国際共同調査

【大型クラゲのモニタリング】

目視調査結果の例

日中韓共同によ
る大型クラゲのモ
ニタリング調査、
出現予測技術の高
度化等を行う。

⑥トドによる漁業被害の軽減

トドの効果的な
追い払い手法の実
証試験、効果的な
忌避手法の開発、
出現実態や生態の
把握を行う。

ハンターによる威嚇の様子

【追い払い手法の実証試験】
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